
























































地域，精度2) が一致するか否かが問題となる. ベースマ ァプの大きさに関 しては?印刷用図版を作成
する;場合には印刷物の大きさや版画面3)の大きさ y 文章と図版のレイアウ トにil;1j約があるため，それに
合致したベースマ yプを]=I=jいて作区|を行なう必要がある， i乍l罰則ベースマ yプの大ささは， r:II，¥I1十
の 1. 2~1. 5倍程度のが最適とされている. したがって?この大きさに合致したベースマ yプがない場
合には既存のものを縮小，拡大しなければならない. 大きめのベースマ yプをHJいる1'1'，Ltlはy 以卜のー
二つである.まず第ーには， じn周1]1寺に総小されると，おlHiliの*ruかな乱れが見えに くくなることがあけこ、













































びる線は原則として省略はしない. しかし? 上記のような線をすべて書くことによって， a:1の主題が
不明確になる場合には枠をつけないか? 或は， 方位記号 スケーノレ・凡例-文字等で余分な空!習を補
てんすることも可能である.
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第3図 スケー ノレの拙jき方
人女j 血nH:~\;: におけ'る j位隠I{じの j邑程に IV;jする
方位記号のデザイ ンにlVJしても 3 スケールと 同級になるべく単純な表現が
好ましい 41~J に示した 1:1: 1 で①・②程度のものが単純な表現と 言ーえる.③
は11l} 1玄| のようなプJ位が重要な I~I に斤jいられる . ④は表現と しては単純である
が，どの方j(I-Jが北を示すかが不rvHi在であるので， mいることは避けたほうが
17 
よい.なお， IIJ:W全体図や--)(限と いっ た広い地域を示す r~) においては 3 経 ③ ， ③ 






































の凡例を一個所にまとめる こと が可絡であれば3 別
の個所に凡ザIJを設けるよりもわかりやすい.
次に凡例の大きさ と凡例を挿入する位置について
であ る が 3 凡例の大きさについては 51~に示 した
ような凹角で図ったものは，短辺が凡例の文字の大
きさ の1. 5~ 2 f告で\長辺は短辺の1.3~ 1. 51音の長
さのものが凡例の文字とのパラ ンスが最も よい.




方や IHlJ方へ Ij~す こ ともある .
凡例の~l~べ方は，縦にJL仔IJが並ぶ場合lこは，重要














































m --6 点的事象の表現に i探してのとt~志









れは，人間の自が一度に見分けられるものが 8種類程度とされているためである. したがってp 土地
利用図のような区分するものが多いような場-合には， ハッチ数を 8種類程度にとどめ，肉質のものは
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22 人文 i也旦1¥学研究 VI
着する と? イングをはじいてしまい?その部分だけインタが乗りにくくなる. そこでト〉ーイングを









方が線画の修正が1容易なのと， スクリーン トーン 引，5~ 際に も，カッタ ーでトレー シングペ ーパーま















ドロ ーイ ングJllトレーシングペーパーは， 級国iのシャー プさやインタの乗りと いうことが関係 して
くるたbり? トレー シングペーパーも良質のものをi望んだ、方ー が好ましい. 地区liJtQI;s1を.=iM:1'1 E)とする者が製
図の際 lこイ史Y:l~するものとしては p 大きく分けて 2舵類のものがある. 1つが厚手のツヤヤlのものであ
る.これは ， ツヤ d~í しのものより表而がなめらかであり，透明肢もすぐれている.そのため，非常に
きれいな線を怖くことができる. しかし 3 ツヤバi しのトレ ー シングペーパ ーに '1Jj~れている :éfには，表
面がなbウら7')>なために少々使いづらいかもしれない.しかし， 慣れると料密製l玄IHJブイ/レムのUtJ+Jの
!燦にも卦!:?である.ただし?このツヤ付の紙はilTl仮される認が少な く， しかもA4・B4版に切られた
紙がなレ、の で， ロー/レペーパーを切って使mしなければならない， また，販売する;;口が少ないため!124
人女JU!JHl学における地図化の過程にi到する一考掠 23 
入先が限定される.








主~I玄Irl~ インクには P ';J トりングベン等にrnいるものと，烏 iコ・丸ぺ FI=Jいるものに分けられる
i]j者は烏仁1)有のものに比べて読めに作られている.それゆえ 3 烏 i二i等の使用には不向きである.後
者のものは 3 トレーシンダペーパー JTJ と精密製 l~fFJがあり 3 紙に迎合したものを使うことが安であ





























以上が各器具に対すーる説明である. なお， これらの器具をH:Jいて美しい地図を くためには練習と
同時に， 各器具をMIぐことを知る必要がある.)苫頭で販売している器具類は y 大まかな形状を作って
あるにとどまっているため， ペン先が不ぞろいであったり，烏口の先端がメしすぎたりするものがあ
る.したがって， !!湾入した部具類は先端iの形状を/レーベ等をH:Jし、てよく調べてから研ぐ&，!21ーがある.









まず，ffi:び出した線の修正方法としては 3 デ、ザインカッタ 一等で該当部分を削り取ったり ，白色の
イングや絵具で塗りつぶす方法がある. 次に，線と紋を接合させる場合には，接合させる線よ りも知l











1. 地図化の第一歩は 3 いかなる地図を作成するかという作図目的の決定である. このことが欠如
すれば，完成した地図は線によって作られた単なるj莫様で終ることもある.
2. 地表上に存在する諸事象は，すべて地図化することが可能であると いうこと から， 作図目的に




かと いうことや 3 人1'1=¥ の心J=I1lなども考慮に入れながらデザイ ンを行う ことが必要である. この段階が
地図化に|探して， 最も重要な在日分であろう















セメン トを用い，フィルムの写真l(j字には 3 メチノレ
エチル ・ケトン等を用いる
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Mapping Procedure in Human Geography 
Kazuhito MIY ASAKA 
Thls paper attemps to investigate the concrete procedures of the mapping which is a 
'common language' In Human Geography. 
Importance of the mapping procedure is summarized as follows: 
(1) The first stage of the mapping is to make clear the purpose. The maps without 
the main subjects aτe nothing but the figures consisted of assembly of lines. 
(2) Selection of the meaningful factors to express is essential to draw the maps coin-
cident with the purpose. 
(3) At the stage of the design of the mapping， itis important to devise the expression 
method， the arrangement of the rnaps pattern， and the psychologcial effect in terms of 
the accepted factors. Thiswould be the rnost important stage in the mapping. 
(4) To enhance the expression ability of mapping， usual technical training is indispe-
nsible. 
